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くふう　 いろり　  ガスコンロ　 井

い

戸
ど

石臼
うす

　　 かまど　  電化せい品　 はくぶつ館
かん

 	 次の(　　　)に入る言葉を，下から選
えら

びましょう。

	学習問題
　・�地

ち
域
いき

では，地震や津
つ

波
なみ

にそなえて，どのような取り組みをしているのだろう。
	地震や津波から住

じゅう
民
みん

を守るしくみ

	住民を守るための情報
　・�地震が起こると，市は防

ぼう
災
さい

無
む

線
せん

や防災メール，
(5　　　　　　　　)などを使って住民に情報
を発

はっ
信
しん

し， (6　　　　　　　　)を守ってもら
う。

　・�市は地震や津波から (4)を守るために，日ごろ
から広

こう
報
ほう

パンフレットや (7　　　　　　　　)
を作成して，住民に伝えている。

　・�(7)には， (8　　　　　　　　)や救
きゅう

護
ご

所
しょ

などの位
い

置
ち

がしめされたものもある。
	住民の命やくらしを守るための市の取り組み

　・�市は津波のひがいを予想しながら，津波から住民を守るための
(9　　　　　　　　)などの整

せい
備
び

を進めている。

　　　大きな地震が起こったら／市役所へ行って調べよう1 教科書 84 〜 87 ページ

　　　大切な情報／住民の命やくらしを守るために2 教科書 88 〜 91 ページ

82 〜 91 ページ 答え７ページ

気
き

象
しょう

台　　 身の安全　　 救出する人　　　 ひなん所　　 S
エス

N
エヌ

S
エス

自
じ

衛
えい

隊
たい

　　 住民　　　　 ハザードマップ　 津波ひなんタワー

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

地
じ
震
しん
にそなえるまちづくり①

　防災マップ

県

　・警
けい

察
さつ

の人
　・消

しょう
防
ぼう

の人
　・ (2　　　　　　　　)

(1　　　　　　　　)

緊
きん

急
きゅう

時のひなん場所やひなん所
(4　　　　　　　　)

(3　　　　　　　　)

運送会社など

地震や津波にかんする予報

食料や水

食品会社など

自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

など

　　　協
きょう

力
りょく

を求
もと

める

　　　食
しょく

料
りょう

や水をとどける

　　　情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える

食料や水

ひがいの様子

救
きゅう

出
しゅつ

ひがい
の様子

防災メールなど

言葉に
選んだ

ツ 津波ひなんタワー　ヒ ひなん所　救 救護所

（2014 年８月現
げん

在
ざい

）
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82 〜 91 ページ 答え７ページ

　日本は地震が多い国で，地震が起こると，すばやくスマートフォンなどで
地震が来ることを伝える緊急地震速

そく

報
ほう

のしくみが整えられています。

　 	�次の図は，地震や津波から住民を守るしくみを表しています。この図を見て，
問いに答えましょう。

　1�　あには，警察と消防の人の他に，ひがいが大きいときに，県の求めにより出動
する人たちがいます。それらの人たちのいる組しきの名前を答えましょう。

　2�　いは，地震や津波にかんする予報などの情報を発信します。この機
き

関
かん

の名前を
答えましょう。

　3�　うとえの矢
や

印
じるし

が表すものを，それぞれ選びましょう。
　　㋐　救出を行う　　㋑　情報を伝える　　㋒　協力を求める　　㋓　様子を知る

　 	 �右の写真は，津波ひなんタワーを表しています。市
がこのしせつをつくるときに，考えなくてはいけな
いことを，３つ選びましょう。

　　㋐　�しせつを置
お

く場所に，津波ひがいのきけんがある
かどうか。

　　㋑　�近くに鉄道が通っているかどうか。
　　㋒　�近くに高速道路があるかどうか。
　　㋓　�しせつを置く地

ち
域
いき

に，どれくらいの住民がいるか。
　　㋔　�津波が来たときに，どれくらいのひがいが予想されるか。

1 　1�　この組しきは，国のもとにおかれていて，国を守る仕事をしています。

1

2

県

あ救出する人

住民
緊急時のひなん場所やひなん所

い

運送会社など

地震や津波にかんする予報

食料や水

食品会社など

自主防災組織
など

　　　う
　　　食料や水をとどける

　　　え

食料や水

ひがいの様子

救出
ひがい
の様子

(　　　　　　　　)

(　　　　　　　　)

う (　　　　)　え (　　　　)

(　　　　) (　　　　) (　　　　)

防災メールなど
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 	 次の(　　　)に入る言葉を，下から選
えら

びましょう。

 過
か

去
こ

に起こった地震
　・�静

しず
岡
おか

県では，1498年に起 
(1　　　　　　　　)

　　�1854年の
(2　　　　　　　　)地震な
ど，1498年から現

げん
在
ざい

までに広
いはんいにかけて発生した地
震が (3　　　　　　　　)回
あった。

 地域でのそなえ
　・�自

じ
治
ち

会では (4　　　　　　　　)をもっていて，１日分の (5　　　　　　　　)
が置

お
かれている。

　・�公園には市の(4)もあり， (6　　　　　　　　)やテントなどが置かれている。

 身の安全を守る取り組み
　・�地域では，高校生が自治会と協

きょう
力
りょく

して，３階建
だ

ての家の
住
じゅう

民
みん

に津波が来たときの緊
きん

急
きゅう

の (7　　　　　　　　)と
して使わせてもらえるようにお願いをしている。

　・�岩
いわ

手
て

県釜
かま

石
いし

市の小中学校では，大地震で津波が発生し
たら，前もって決めた(7)ににげるように日ごろから
(8　　　　　　　　)している。

　・�日ごろのそなえだけにたよるのではなく，災害の様子を見ながら，自分でも
(9　　　　　　　　)することが大切である。

 これからの取り組み
　・�調べてきたことをもとに，これからの (0　　　　　　　　)に生かすことが大切。

　　　地震防
ぼう
災
さい
センターで調べよう／地

ち
域
いき
にくらす人々のそなえを調べよう1 教科書 92 〜 95 ページ

　　　身の安全をたしかなものにしよう／地震や津
つ
波
なみ
にそなえて2 教科書 96 〜 99 ページ

くふう　 いろり　  ガスコンロ　 井
い

戸
ど

石臼
うす

　　 かまど　  電化せい品　 はくぶつ館
かん

92 〜 99 ページ 答え 7 ページ

判
はん

断
だん

　　 安
あん

政
せい

東
とう

海
かい

　　 訓練　　 防
ぼう

災
さい

倉
そう

庫
こ

　　 自分の生活
４　　　 食

しょく

料
りょう

や水　　 明
めい

応
おう

　　 仮
か

設
せつ

トイレ　 ひなん場所

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

地
じ
震
しん
にそなえるまちづくり②

　過去に静岡県内で起こった主な地震

1498 年
1589 年
1707 年
1729 年
1854 年
1855 年
1923 年
1930 年
1935 年
1944 年
1965 年

明応地震（千
ち

葉
ば

県から三
み

重
え

県にかけて発生）。
静岡県の東部で大きな地震が発生。
宝
ほう
永
えい
地震（静岡県から大

おお
分
いた

県にかけて発生）。
静岡県の伊

い
豆
ず

付
ふ

近
きん

で大きな地震が発生。
安政東海地震（千葉県から徳

とく
島
しま

県にかけて発生）。
静岡県の東部で大きな地震が発生。
静岡県の熱

あた
海
み

付近から東部で大きな地震が発生。
北
きた

伊
い

豆
ず

地震（静岡県の東部で発生）。
静岡県の中部で大きな地震が発生。
東
とう
南
なん
海
かい
地震（静岡県から三重県にかけて発生）。

静岡県の中部で大きな地震が発生。

　ひなん訓
くん

練
れん

の様子

きた
地震や，

言葉に
選んだ
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92 〜 99 ページ 答え７ページ

　世界には大きな地震が起こらない国もあります。しかし，日本は特に地震
の多い国で，防災の取り組みがとてもさかんです。

　 	�右の年表を見て，問いに答えましょう。
　1�　静岡県の海ぞい地域で，過

去に最もひがいの大きかった
地震は，安政東海地震です。
この地震はいつ起きたでしょ
う。

　2�　東南海地震は，どのような
はんいで起きた地震でしょう。
かんたんに書きましょう。

　3�　安政東海地震のあと，東南海地震が起こるまでの年数を選びましょう。
　　㋐　約 20 年　　㋑　約 50 年　　㋒　約 100 年　　㋓　約 150 年

(　　　　)

　 	 �右の絵は，公園に置かれている自治会の倉庫の内部です。この絵を見て，問い
に答えましょう。

　1�　この倉庫を何とよぶか答えましょう。

　2�　1 の倉庫について，正しいものには○を，まち
がっているものには×をつけましょう。

　　　　　　　　　�地域の住民が，いつでも利
り

用
よう

できる食料と水が置かれている。
　　　　　　　　　�災害時に救

きゅう
援
えん

物
ぶっ

資
し

がとどくまでの間に必
ひつ

要
よう

なものが置かれている。
　　　　　　　　　およそ１か月分の食料と水が置かれている。
　　　　　　　　　救

きゅう
急
きゅう

箱
ばこ

や発電機
き

，車いすなども置かれている。
　　　　　　　　　災害はいつ起こるかわからないので，点

てん
検
けん

はしない。
　　　　　　　　　�市の倉庫にはテントなど，より多くの人が使うものが置かれてい

る。

1 　3�　２つの地震がいつ発生したのか読み取り，引き算で答えを求めましょう。

1

2

　1 (　　　　)
　2 (　　　　)
　3 (　　　　)
　4 (　　　　)
　5 (　　　　)
　6 (　　　　)

２

　過去に静岡県内で起こった主な地震

1498 年
1589 年
1707 年
1729 年
1854 年
1855 年
1923 年
1930 年
1935 年
1944 年
1965 年

明応地震（千葉県から三重県にかけて発生）。
静岡県の東部で大きな地震が発生。
宝永地震（静岡県から大分県にかけて発生）。
静岡県の伊豆付近で大きな地震が発生。
安政東海地震（千葉県から徳島県にかけて発生）。
静岡県の東部で大きな地震が発生。
静岡県の熱海付近から東部で大きな地震が発生。
北伊豆地震（静岡県の東部で発生）。
静岡県の中部で大きな地震が発生。
東南海地震（静岡県から三重県にかけて発生）。
静岡県の中部で大きな地震が発生。

(　　　　　　　　) 年

（　　　　　　　　　　　　）

(　　　　　　　　)
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３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

地
じ
震
しん
にそなえるまちづくり

82 ～ 99 ページ 答え７ページ

合格 80 点

100

時間30分

　 	 �　　　次の図は，地震や津
つ
波
なみ
から住

じゅう
民
みん
を守るしくみを表しています。この図を

見て，問いに答えましょう。

　1�　図の1〜5にあてはまるものを選
えら

びましょう。
　　㋐�　海ぞいの地

ち
域
いき

にいます。ひがいがとても大きいです。
　　㋑�　間もなく津波が来ます。住民をひなんさせてください。
　　㋒�　住民の救

きゅう
助
じょ

をお願
ねが

いします。
　　㋓　自

じ
衛
えい

隊
たい

をはけんしてください。
　　㋔　食料と水を運んでください。
　2�　市役所が住民に災害の情報を伝えるのに，防災メールの他にインターネット通

信を使って情報を共
きょう

有
ゆう

できるしくみを整えています。このしくみを何というか，
アルファベット３文字で答えましょう。

　 	 �右の防災マップを見て，次の文の (　　)にあてはまる言葉を，㋐〜㋓から選び
ましょう。

　　　1 (　　　　)　2 (　　　　)　3 (　　　　)

1 つ５点（30 点）

1 つ５点（15 点）

県

救
きゅう
出
しゅつ
する人

住民
緊
きん

急
きゅう

時のひなん場所やひなん所

気
き

象
しょう

台

運送会社など

地震や津波にかんする予報

食品会社など

自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

など

　　　協
きょう

力
りょく

を求める

　　　食
しょく

料
りょう

や水をとどける

　　　情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える

救出
ひがい
の様子

2

1

3

4

5

1 (　　　　)　2 (　　　　)　3 (　　　　)
4 (　　　　)　5 (　　　　)

(　　　　　　　　)

ツ…津波ひなんタワー
ヒ…ひなん所
救…救護所

㋐　道路　　　　㋑　津波ひなんタワー
㋒　ひなん所　　㋓　救

きゅう
護
ご

所

　ここには (1) が多くあることから，津
波が予想される地域だとわかります。各学
校は緊急時には (2) となり，また， (3)
がもうけられる学校もあります。

（2014 年８月現
げん

在
ざい

）
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　 	 �右の年表を見て，問いに答えましょう。
　1�　1498 年から今にいたるまで，

静
しず

岡
おか

県では県をまたがる大き
な地震が何回起きたか答えま
しょう。

　2�　次の㋐〜㋓について，正し
いものを２つ選びましょう。

　　㋐　�静岡県は地震が多く，何
度も津波のひがいが発生
してきた。

　　㋑　�過
か

去
こ

に大きな地震が何度
も発生したので，これからは大きな地震は起こらない。

　　㋒　�地震防災センターは，過去の災害の経
けい

験
けん

を今や未
み

来
らい

の人に伝え，これからの
そなえにする役

やく
割
わり

がある。
　　㋓　�広いはんいにかけて発生する地震は，50 年に一度起こっている。

(　　　　) (　　　　)

　 	 �地震や津波へのそなえについて，問いに答えましょう。
　1�　２人の話の (　　) にあてはまる言葉を，㋐〜㋖から選びましょう。

　　　㋐　防災倉
そう

庫
こ

　　㋑　点
てん

検
けん

　　　　㋒　ひなん場所　　㋓　食料と水
　　　㋔　ひなん訓

くん
練
れん

　㋕　地震に強い　㋖　津波に強い
1 (　　　　)　2 (　　　　)　3 (　　　　)　4 (　　　　)

　2�　　　　　　　　地域のハザードマップを見ておくことが，地震や津波から身を
守ることにつながる理由を書きましょう。

1 つ 5 点（15 点 )

（20 点 )

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　)

（40 点 )

　過去に静岡県内で起こった地震

1498 年
1589 年
1707 年
1729 年
1854 年
1855 年
1923 年
1930 年
1935 年
1944 年
1965 年

明
めい
応
おう
地震（千

ち
葉
ば

県から三
み

重
え

県にかけて発生）。
静岡県の東部で大きな地震が発生。
宝
ほう
永
えい
地震（静岡県から大

おお
分
いた

県にかけて発生）。
静岡県の伊

い
豆
ず

付
ふ

近
きん

で大きな地震が発生。
安
あん
政
せい
東
とう
海
かい
地震（千葉県から徳

とく
島
しま

県にかけて発生）。
静岡県の東部で大きな地震が発生。
静岡県の熱

あた
海
み

付近から東部で大きな地震が発生。
北
きた

伊
い

豆
ず

地震（静岡県の東部で発生）。
静岡県の中部で大きな地震が発生。
東
とう
南
なん
海
かい
地震（静岡県から三重県にかけて発生）。

静岡県の中部で大きな地震が発生。

ぼくの家は，柱をくふうして(1)家にしたり，災害時に必
ひつ

要
よう

な
(2)を準

じゅん
備
び

したりしているよ。

わたしたち家族は，災害時の(3)を決めています。月に一度は
(4)をして，緊急時でもあわてないように準備しています。

１つ５点（20 点 )

(　　　　) 回
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 	 次の(　　　)に入る言葉を，下から選
えら

びましょう。

	水害とは
　・�(1　　　　　　　　)で川の水

すい
量
りょう

がふえると，ふだんの川はばでは
ふえた水量にたえられなくなり，
水があふれ，地

ち
域
いき

のくらしにえい
きょうをあたえる。

	過
か

去
こ

に起こった水害
　・�新

にい
潟
がた

県三
さん

条
じょう

市では，過去に何度　
水害が起こり， (2　　　　　　　　)年の
7.13水害では (3　　　　　　　　)名がなく
なり， (4　　　　　　　　)戸

こ
の家がひがい

にあった。

	水害から住
じゅう

民
みん

を守るしくみ

　・�水害の発生が予想されると，市や県などの関
かん

係
けい

機
き

関
かん

は (9　　　　　　　　)にし
たがって災害対

たい
策
さく

本部をもうけて， (7)を守るために行動する。

　　　水につかったまち／水
すい
防
ぼう
学習館で調べよう1 教科書 100 〜 103 ページ

　　　市役所へ行って調べよう2 教科書 104 〜 105 ページ

くふう　 いろり　  ガスコンロ　 井
い

戸
ど

石臼
うす

　　 かまど　  電化せい品　 はくぶつ館
かん

100 〜 105 ページ 答え８ページ

国土交通省
しょう

　　 大雨　　 救出する人　　　　 2004　　 ９
地域防災計画　 住民　　 消

しょう

防
ぼう

や水
すい

防
ぼう

団
だん

の人　 10935

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

水
すい
害
がい
にそなえるまちづくり①

2004年 2011年
なくなった
人の数 ９ １

ひがいにあった
家の数 10935 4228

　三条市で過去に起こった水害

1949 年
1956 年
1961 年
1964 年
1978 年
2004 年
2011 年

台風により五
い

十
か

嵐
らし

川の水が大きくふえる
市内の二つの川がはんらんする
8.5 集中豪

ごう
雨
う

7.7 水害
五十嵐川の下流で水があふれる
7.13 水害（ふった雨の量が 491㎜となる）
7.29 水害（ふった雨の量が 959㎜となる）

　過去に起こった水害によるひがい

も

県

　・警
けい

察
さつ

の人
　・自

じ
衛
えい

隊
たい

　・ (6　　　　　　　　)

(5　　　　　　　　)

ひなん所
(7　　　　　　　　)

川を管
かん

理
り

する県や
(8　　　　　　　　)

運送会社など

川の水量に
かんする情報

食料や水

食品会社など

自
じ

治
ち

会
など

　　　協
きょう

力
りょく

を求める

　　　食
しょく

料
りょう

や水をとどける

　　　情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える

食料や水

ひがいの様子

救
きゅう

出
しゅつ

ひがい
の様子

住民の様子

防
ぼう

災
さい

無線など

言葉に
選んだ

（三条市役所）
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100 ～ 105 ページ 答え８ページ

　日本の川は流れが急で短いのが特
とく

ちょうです。そのため，多くの川でダム
がつくられ，水害が起きないように水量を調整しています。

　 	�右の年表を見て，問いに答えましょう。
　1�　18.5 集中豪雨と 27.13 水害

が起きた年を答えましょう。

　2�　1960 年から 2011 年の間に何
回の水害が起きたか答えましょう。

　 	 �次の図は，水害から住民を守るしくみを表しています。この図を見て，問いに
答えましょう。

　1�　あから市に伝える情報を選びましょう。
　　㋐　住民の人口や男女の割合など　　㋑　川の水量や流れの様子
　　㋒　過去の水害のひがいのようす　　㋓　必

ひつ
要
よう

な食料や水の量
　2�　いとうの矢

や
印
じるし

が表すものを，それぞれ選びましょう。
　　㋐　救出を行う　　㋑　情報を伝える　　㋒　協力を求める　　㋓　様子を知る

　3�　水害の発生が予想されるときの市や県の動きについて，次の文の (　　) にあて
はまる言葉を答えましょう。

2 　2�　水害が起こると，市は関係する機関から必要な情報をえて，協力を求めます。

1

2

県

救出する人

住民
ひなん所

あ 川を管理する県や
国土交通省

運送会社など
食料や水

食品会社など

自治会
など

　　　い
　　　食料や水をとどける

　　　う

食料や水

ひがいの様子

救出
ひがい
の様子

住民の様子

防災無線など

い (　　　　)　う (　　　　)

(　　　　)

２
　三条市で過去に起こった水害

1949 年
1956 年
1961 年
1964 年
1978 年
2004 年
2011 年

台風により五十嵐川の水が大きくふえる
市内の二つの川がはんらんする
8.5 集中豪雨
7.7 水害
五十嵐川の下流で水があふれる
7.13 水害（ふった雨の量が 491㎜となる）
7.29 水害（ふった雨の量が 959㎜となる）

1 (　　　　　　　　) 年
2 (　　　　　　　　) 年

(　　　　　　　　) 回

　市は，1 (　　　　　　　　)計画にしたがって，2 (　　　　　　　　)本
部をもうける。
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 	 次の(　　　)に入る言葉を，下から選
えら

びましょう。

　・�市は県と協
きょう

力
りょく

して，五
い

十
か

嵐
らし

川の (1　　　　　　　　)
の一部を広げる工事を行っ
た。また，川の水を一時的
に (2　　　　　　　　)を
つくった。

　・�さらに，国と協力して
(3　　　　　　　　　　)
をつくった。

　・�市と県は，「まるごとまちごとハザードマップ」という取り組みを進め，川がはん
らんしたときにつかると予想される水の深さや，過

か
去
こ

の水害でつかった水の深さ
を (4　　　　　　　　)にして，住

じゅう
民
みん

の水害に対する意
い

識
しき

を高めようとしている。

	水
すい

防
ぼう

活動
　・�地域の消

しょう
防
ぼう

団は，水害が起こると川のてい
ぼうに (5　　　　　　　　)を積

つ
んだり，

住民を (6　　　　　　　　)したりする。
　・�消防団員は水害にそなえるために，

(7　　　　　　　　)の道具の点
てん

検
けん

や(5)
を速く積む (8　　　　　　　　)を行っている。

　・�地域では，住民と市，県，国が合同で (9　　　　　　　　)
を行っている。

	住民の取り組み
　・�水害について書かれている市の広

こう
報
ほう

パンフレットを集めたり，家での取り組みを
きいたりすることが大切である。

　　　ひがいがくり返されないために1 教科書 106 〜 107 ページ

　　　地
ち
域
いき
の住民の取り組み／水害にそなえて2 教科書 108 〜 111 ページ

くふう　 いろり　  ガスコンロ　 井
い

戸
ど

石臼
うす

　　 かまど　  電化せい品　 はくぶつ館
かん

106 〜 111 ページ 答え８ページ

土のう　　 標
ひょう

識
しき

　　　 ためるしせつ　　 水防倉
そう

庫
こ

　　 訓
くん

練
れん

救
きゅう

助
じょ

　　　 川はば　　 ひなん訓
くん

練
れん

　　　 河川防災ステーション

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

水
すい
害
がい
にそなえるまちづくり②

　水害時の土のうを積む作業

　五十嵐川の水害にそなえる取り組み

0 4 ㎞
河川防災
ステーション

か  せんぼうさい

河川防災
ステーション

か  せんぼうさい

三条市役所
さんじょう

一時的に水をためる
しせつの建設

てき

けんせつ

五十嵐川
い　か らし

笠堀ダムのかさ上げ
かさぼり

鉄道
（JR線）

ジェイアール
水害にそなえて
工事した場所

過去に水に
つかった地域

か　こ

ち いき
水位をはかるせつび
川の様子を見守るカメラ

すい  い

三条市役所
さんじょう

雨量をはかるせつび
う りょう

すいがい

土のうとは，
土などを入れ
たふくろのこ
とだよ。

言葉に
選んだ
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　 	�右の地図を見て，問いに答えましょう。
　1�　次の 1・2 にあてはまる

しせつやせつびを，地図の
㋐・㋑からそれぞれ選びま
しょう。

　　1　�雨量をはかるせつび

　　2　�一時的に水をためるし
せつ

　2�　市役所の人が水防について話しています。次の文の (　　) にあてはまる言葉を，
㋐〜㋓から選びましょう。

　　　㋐　道路　　㋑　ダム　　㋒　川はば　　㋓　河川防災ステーション
1 (　　　　)　2 (　　　　)

　 	�地域の住民の水防活動について，正しいものには○を，まちがっているものに
は×をつけましょう。

　　　　　　　　水害のひなん訓練は中学生まで行い，おとなは参
さん

加
か

しない。

　　　　　　　　�消防団では，土のうを速く積む訓練を行っている。

　　　　　　　　ひなん訓練は，水害が起こったあとに行われる。

　　　　　　　　�市と県は，過去につかった水の深さを標識にして，住民の水害に対
する意識を高めようとしている。

106 〜 111 ページ 答え８ページ

　日本では昔から各
かく

地
ち

で川のはんらんが起きていました。よくはんらんを起
こして，農地やまちをあらす川を「あばれ川」とよびます。

2 �　3�　水害はつゆや台風の時期に多く起こります。水害にそなえるためには，いつひなん訓練
を行ったらよいか考えましょう。

1

2

　五十嵐川の水害にそなえる取り組み

鉄道
（JR線）

ジェイアール
水位をはかるせつび
川の様子を見守るカメラ

0 4㎞
河川防災
ステーション

か  せんぼうさい

河川防災
ステーション

か  せんぼうさい

三条市役所
さんじょう

五十嵐川
い　か らし

笠堀ダムのかさ上げ
かさぼり

水害にそなえて
工事した場所

すいがい

過去に水に
つかった地域

か　こ

ち いき

すい  い

三条市役所
さんじょう

㋑

(　　　　)

(　　　　)

　市は県と協力して，水害にそなえて(1)を広げる工事を行いま
した。また，市役所の近くに(2)をつくり，ひがいをおさえるた
めの行動がすばやくとれるようにしています。

　1 (　　　　)

　2 (　　　　)

　3 (　　　　)

　4 (　　　　)

㋐



44

 	 次の(　　　)に入る言葉を，下から選
えら

びましょう。

　・�火山が噴火すると，市はまわりの町と協
きょう

　　�力
りょく

して，火山防
ぼう

災
さい

計画や
(1　　　　　　　　)にもとづいて，ひ
なんや (2　　　　　　　　)活動を行う。

　・�噴火時には，サイレンを鳴らしたり，緊
きん

　　�急
きゅう

(3　　　　　　　　)を配
はい

信
しん

したりし
て，ひなんをよびかける。

　・�火山のある市や町の住民は，火山の噴火
にそなえるため，国土交通省

しょう
，警

けい
察
さつ

署
しょ

(4　　　　　　　　)，自
じ

衛
えい

隊
たい

など10を
こえる関

かん
係
けい

機
き

関
かん

とともに，合同でひなん
訓
くん

練
れん

を行っている。

　・�市は，雪の災害が発生すると，県や気象台，
(5　　　　　　　　)，自

じ
衛
えい

隊
たい

などと協
きょう

力
りょく

して， (6　　　　　　　　)を設
せっ

置
ち

す
る。

　・�住民にひがいが出たときは，関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と
協力して救

きゅう
助
じょ

を行う。
　・�市は雪の災害にそなえるために，

(7　　　　　　　　)などで大雪への注
意をよびかけたりする。

　・�地
ち

域
いき

では自主防災会を中心に，協力して
(8　　　　　　　　)や雪おろしを行う
取り組みもある。

　　　火山の噴火にそなえて1 教科書 112 〜 113 ページ

　　　雪の災害にそなえて2 教科書 114 〜 115 ページ

くふう　 いろり　  ガスコンロ　 井
い

戸
ど

石臼
うす

　　 かまど　  電化せい品　 はくぶつ館
かん

112 〜 115 ページ 答え８ページ

国土交通省
しょう

　　　 雪かき　　 救
きゅう

助
じょ

　　　 ハザードマップ
災害対

たい

策
さく

本部　　 気
き

象
しょう

台　　 メール　　 防
ぼう

災
さい

メール

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

火山の噴
ふん
火
か
にそなえて／雪の災害にそなえて

　�北
ほっ

海
かい

道
どう

の有
う

珠
す

山火山防災協
きょう

議
ぎ

会
かい

と，関係機関
の役

やく
割
わり

(4)
火山にかんす
る調

ちょう

査
さ

と情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

自衛隊
ひなん者の輸

ゆ

送
そう

やたき出し，
給
きゅう

水
すい

など

北海道胆
い

振
ぶり

総
そう

合
ごう

振
しん

興
こう

局
きょく

自衛隊への出
動の要

よう

求
きゅう

など

火山専門家
火山にかんす
る防災の助言
など

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・消防団
住民のひなん
や救

きゅう

助
じょ

など

警察署
緊急交通路の
整理など

伊
だ

達
て

市・洞
とう

爺
や

湖
こ

町
・壮

そう
瞥
べつ

町・豊
とよ

浦
うら

町

　雪の災害が発生した場合に協力するしくみ

気
き

象
しょう

台
だい

大雪にかんす
る調

ちょう

査
さ

と情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

(5)
国が管

かん

理
り

する
道路の除

じょ

雪
せつ

作
業など

県
県が管理する
道路の除雪作
業など

自衛隊
住民の救助，
食料や水の輸

ゆ

送
そう

など

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・消防団
雪のひがいに
あった住民の
救助など

警
けい

察
さつ

署
しょ

雪による交通
規
き

制
せい

など

(6)

 �学校で学習する内
ない

容
よう

によって 1 ・ 2 を
選
えら

んで取り組みましょう。

言葉に
選んだ
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112 〜 115 ページ 答え８ページ

　豪
ごう

雪
せつ

地
ち

帯
たい

では家屋がおしつぶされることがあります。雪の重さは，雪
ゆき

質
しつ

に
もよりますが，重いときには１㎥で 500㎏にもなります。

　 	�右の図を見て，問いに答えましょう。
　1�　図の1〜4にあてはまる機関をそれぞ

れ選びましょう。
　　㋐　警察署　　㋑　火山専門家
　　㋒　自衛隊　　㋓　気象台

　2�　図の４つの市と町が火山の噴火にそな
えて行っている取り組みとして，まちがっ
ているものを１つ選びましょう。

　　㋐　合同でひなん訓練をしている。
　　㋑　�協力してハザードマップを作成して

いる。
　　㋒　噴火が起こると，別々の行動をとるようにしている。
　　㋓　国の機関とも協力して防災活動を行っている。

　 	 �右の図を見て，問いに答えましょう。
　1�　図の1〜4にあてはまる機関をそれぞ

れ選びましょう。
　　㋐　県　　　　　㋑　気象台
　　㋒　国土交通省　㋓　消防署・消防団

　2�　雪の災害に対する市の取り組みについ
て，まちがっているものを１つ選びましょ
う。

　　㋐　�雪の災害が発生すると，市は県，国
と協力して住民を守る。

　　㋑　�災害が起こると，住民の救助は自衛隊だけが行う。
　　㋒　地域の自

じ
治
ち

会に小
こ

型
がた

の除雪機
き

をかし出している。
　　㋓　集めた雪を置

お
く場所などの情報を広

こう
報
ほう

紙で伝
つた

えている。

1 2 �　災害に対して，市や町はどのような機関と協力するのか考えましょう。

1

2

1
火山にかんす
る調査と情報
の提供

2
ひなん者の輸
送やたき出し，
給水など

3
火山にかんす
る防災の助言
など

消防署・消防団
住民のひなん
や救助など

4
緊急交通路の
整理など

伊
だ

達
て

市・洞
とう

爺
や

湖
こ

町
壮
そう

瞥
べつ

町・豊
とよ

浦
うら

町
1 (　　　　)　2 (　　　　)
3 (　　　　)　4 (　　　　)

(　　　　)

1 (　　　　)　2 (　　　　)
3 (　　　　)　4 (　　　　)

(　　　　)

　雪の災害が発生した場合に協力するしくみ

1
大雪にかんす
る調査と情報
の提供

2
国が管理する
道路の除雪作
業など

3
県が管理する
道路の除雪作
業など

自衛隊
住民の救助，
食料や水の輸
送など

4
雪のひがいに
あった住民の
救助など

警察署
雪による交通
規制など

災害対
たい

策
さく

本部

北海道胆振総合
振興局

自衛隊への出
動の要求など

　�北海道の有珠山火山防災協議会と，関係機関
の役割
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　 　�　　　　　次の図は，水害から住
じゅう
民
みん
を守るしくみを表しています。図の1〜5にあ

てはまるものを選
えら
びましょう。

　　㋐�　下流のていぼうがこわれました。すぐに住民の救出に向かいます。
　　㋑�　大雨で川の水

すい
位
い

が上がっています。この先も長く雨がふる見こみです。
　　㋒�　小学校の体育館がひなん所となります。すぐにひなんしてください。
　　㋓　自

じ
衛
えい

隊
たい

をはけんしてください。
　　㋔　食料と水を運んでください。

　 	 �右の地図を見て，問いに答えましょう。
　1�　地図の1〜3にあては
　　�る言葉をそれぞれ選びま

しょう。
　　㋐　カメラ　　㋑　水害
　　㋒　水

すい
防
ぼう

　　　㋓　水位

　2�　　　　　　　　右の絵は，過去の水害でまちがつかった水の深
さをしめす標

ひょう
識
しき

です。市がこの標識を置
お

く理由を答えましょう。

県

救
きゅう
出
しゅつ
する人

住民
ひなん所

川を管
かん

理
り

する県や
国土交通省

しょう

運送会社など

食品会社など

自
じ

治
ち

会
など

　　　協
きょう

力
りょく

を求める

　　　食
しょく

料
りょう

や水をとどける

　　　情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える

救出

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

水
すい
害
がい
にそなえるまちづくり

100 ～ 111 ページ 答え９ページ

合格 80 点

100

時間15分

1 つ 10 点（50 点 )

1 つ 10 点（30 点 )

2

1

3

4

5

1 (　　　　)　2 (　　　　)　3 (　　　　)
4 (　　　　)　5 (　　　　)

　五十嵐川の水害にそなえる取り組み

0 4 ㎞
河川防災
ステーション

か  せんぼうさい

河川防災
ステーション

か  せんぼうさい

三条市役所
さんじょう

一時的に水をためる
しせつの建設

てき

けんせつ

五十嵐川
い　か らし

笠堀ダムのかさ上げ
かさぼり

ジェイアール 　　　にそな
えて工事した場所

過去に水に
つかった地域

か　こ

ち いき
　　　をはかるせつび

川の様子を見守る

三条市役所
さんじょう

雨量をはかるせつび
う りょう

鉄道
（JR 線）

ま

1 (　　　　)　2 (　　　　)　
3 (　　　　)　

(　　　　　　　　　　　　　　　　　 　)
（20 点 )

（50 点 )

(1)
(3)
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　 　�右の図は，火山噴火の防
ぼう
災
さい
のしくみを表しています。この図を見て，問いに答

えましょう。
　1�　　　　1〜4のはたらきをする機関を，

図の㋐〜㋓から選びましょう。
　　1�　ひなん者の輸

ゆ
送
そう

やたき出し，給
きゅう

水
すい

な
ど

　　2�　火山にかんする防災の助言など
　　3�　火山にかんする調

ちょう
査
さ

と情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

　　4�　緊
きん

急
きゅう

交通路の整理など

　2�　　　　　　　　市で行う救助活動が，
ハザードマップをもとに行われる理由を
答えましょう。

　 	 ��右の図は，大雪の防
ぼう
災
さい
のしくみを表しています。この図を見て，問いに答えま

しょう。
　1�　　　　1〜4のはたらきをする機

き
関
かん

を，
図の㋐〜㋓から選びましょう。

　　1�　国が管
かん

理
り

する道路の除
じょ

雪
せつ

作業など
　　2�　大雪にかんする調

ちょう
査
さ

と情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

　　3�　住民の救
きゅう

助
じょ

，食
しょく

料
りょう

や水の輸
ゆ

送
そう

など
　　4�　雪による交通規

き
制
せい

など

　2�　　　　　　　　市が除
じょ

雪
せつ

ボランティア
の方に，雪かきをお願

ねが
いする理由を答え

ましょう。

気
き

象
しょう

台

㋐

自
じ

衛
えい

隊
たい

㋑

火山専
せん

門
もん

家
か

㋒

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・消防団
住民のひなん
や救

きゅう

助
じょ

など

警
けい

察
さつ

署
しょ

㋓

伊
だ

達
て

市・洞
とう

爺
や

湖
こ

町
・壮

そう
瞥
べつ

町・豊
とよ

浦
うら

町

　雪の災害が発生した場合に協
きょう

力
りょく

するしくみ

気
き

象
しょう

台

㋐

国土交通省
しょう

㋑

県
県が管理する
道路の除雪作
業など

自
じ

衛
えい

隊
たい

㋒

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・消防団
雪のひがいに
あった住民の
救助など

警
けい

察
さつ

署
しょ

㋓

災害対
たい

策
さく

本部

３. 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

にそなえるまちづくり

火山の噴
ふん
火
か
にそなえて／雪の災害にそなえて

112 〜 115 ページ 答え９ページ

合格 40 点

50

時間15分

1 (　　　　)　2 (　　　　)
3 (　　　　)　4 (　　　　)

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

1 (　　　　)　2 (　　　　)
3 (　　　　)　4 (　　　　)

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

1 つ 10 点（50 点 )

1 つ 10 点（50 点 )

北海道胆
い

振
ぶり

総
そう

合
ごう

振
しん

興
こう

局
きょく

自衛隊への出
動の要

よう

求
きゅう

など

　�北
ほっ

海
かい

道
どう

の有
う

珠
す

山火山防災協
きょう

議
ぎ

会
かい

と，関
かん

係
けい

機関
の役

やく
割
わり

 �

学
校
で
学
習
す
る
内な
い

容よ
う

に
よ
っ
て

・

を
選え
ら

ん
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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35ページ
　 1 　1　自衛隊
　　　2　気象台
　　　3　う㋒　え㋑
　 2 　㋐，㋓，㋔

　 1 　�1�　自衛隊は，国を守る仕事をする国の組しきです。県
から救

きゅう
助
じょ
の求めがあると現地に行って，人命救助をし

たり，必
ひつ
要
よう
な食料や水を配ったりします。

　　　2�　気象台は，天気や地震，津波の観
かん
測
そく
や予

よ
測
そく
をする機

関です。
　 2 　�　津波ひなんタワーは，津波が来たときににげるタワー

です。近くに鉄道や高速道路があるかは関係なく，多く
の住民がいて，にげるための高台などがない場所につく
られます。

34ページ
　 1 　1救出する人　2自衛隊　3気象台　4住民
　 2 　5SNS　6身の安全　7ハザードマップ　8ひなん所　9津波ひなんタワー

37ページ
　 1 　1　1854（年）
　　　2�（�例

れい

）静岡県から三重県にか
けたはんい。

　　　3　㋒
　 2 　1　防災倉庫
　　　2　�1×　2○　3×　4○
　　　　　5×　6○

　 1 　3�　安政東海地震は1854年，東南海地震は1944年に起き
ています。その間は90年なので，㋒の約100年となり
ます。

　 2 　�2�　1防災倉庫の食料や資
し
材
ざい
は，災害が起きたときに使

うものなので，×。
　　　　�　3防災倉庫には，救援物資がとどくまでの間，地域

の住民が必要な１日分の食料や水が置かれいるので，
×。

　　　　�　5災害がいつ起きてもまちを守れるように，月に一
度は資材の点検を行っているので，×。

36ページ
　 1 　1明応　2安政東海　3４　4防災倉庫　5食料や水　6仮設トイレ
　 2 　7ひなん場所　8訓練　9判断　0自分の生活

　 1 　1　1㋓　2㋒　3㋐
　　　　　4㋑　5㋔
　　　2�　S

エス

N
エヌ

S
エス

　 2 　1㋑　2㋒　3㋓
　 3 　�1　４（回）　2�　㋐，㋒
　４　�1　1㋕　2㋓　3㋒　4㋔
　　　2（�例

れい
）あらかじめ，どこがあぶ

ないか知っておくことが大切
だから。

　 1 　1�　地震が起こると，市と県は必要な機
き
関
かん
に協力を求め

る連らくをします。
　 2 　�　地図に津波ひなんタワー（ツ）が多くあるので，この

一
いっ
帯
たい
は津波のひがいが予想される地域だとわかります。

　 3 　�2�　㋓1700年代から，広いはんいにかけて発生する地震
は，100年〜150年に一度起きています。

　４　�2�　「ハザードマップは，最大の地震や津波にそなえて
つくられた地図だから」と書いても正かいです。

38〜39ページ

自然災害にそなえるまちづくり3
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41ページ
　 1 　1　11961（年）　
　　　　　22004（年）
　　　2�　５（回）
　 2 　1　㋑
　　　2　い㋒　う㋑
　　　3�　1地域防災　2災害対策

　 1 　2�　1960年から2011年の間には，8.5集中豪雨，7.7
水害，五十嵐川の下流で水があふれる，7.13水害，
7.29水害の計５回の水害があったことが読み取れます。

　 2 　1�　国土交通省とは国の役所で，道路や鉄道，川などの
管理を行っています。川の水量や水位をカメラで見て，
はんらんのきけんがあれば，市に連らくします。

40ページ
　 1 　1大雨　22004　3９　410935
　 2 　5救出する人　6消防や水防団の人　7住民　8国土交通省　9地域防災計画

42ページ
　 1 　1川はば　2ためるしせつ　3河川防災ステーション　4標識
　 2 　5土のう　6救助　7水防倉庫　8訓練　9ひなん訓練

43ページ
　 1 　1　1㋑　2㋐
　　　2　1㋒　2㋓
　 2 　1×　2○　3×　4○

　 1 　1�　はんらんなどの水害が多く起こる川には，さまざま
な防災のためのしせつやせつびが整えられています。
地図から，雨量をはかるせつびの他にも，水位をはか
るせつびや川の様子を見守るカメラもあることがわか
ります。

　 2 　1�　地域や学校のひなん訓練は，子どもからお年よりま
で，みんなが参加して行われるので，×。

　　　3�　水害にそなえるためのひなん訓練は，水害の起こり
やすいつゆや台風シーズンの前に行うことが多いので，
×。

44ページ
　 1 　1ハザードマップ　2救助　3メール　4気象台
　 2 　5国土交通省　6災害対策本部　7防災メール　8雪かき

45ページ
　 1 　1　1㋓　2㋒　3㋑　4㋐
　　　2　㋒
　 2 　1　1㋑　2㋒　3㋐　4㋓
　　　2　㋑

　 1 　1�　3噴火については，専門家の意見を聞いて，市や町
は防災活動を行います。

　　　2�　㋒火山の噴火時には，火山のある市と町だけではな
く，県（道）や国と協力して住民を守ります。

　 2 　1�　1　気象台は大雪の警
けい

報
ほう

を出すなど，防災につとめ
ます。

　　　2�　㋑　大雪でひがいが出たとき，住民の救助は自衛隊
の他にも，消防署や消防団が協力して行います。
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49ページ
　 1 　1　約400年前
　　　2　戦争
　　　3　1999（年）
　 2 　1○　2×　3○
　　　4×　5○

　 1 　1�　徳島県徳島市で，毎年8月に行われる阿波おどりは，
約400年前にもととなるおどりが始まったとされる伝
統芸能で，「三大盆踊り」の一つです。

　　　2�　1937年に「戦争が始まり，阿波おどりができなくな
る」と書いてあることから，戦争によって阿波おどり
ができなくなり，戦争が終わったよく年の1946年に再

ふたた

び始まったことがわかります。

　 2 　�24�　阿波おどりがおこったのは，今の徳島県なので，
×。

48ページ
　 1 　1年中行事　2400　3よさ　4見に来る　5広まり　6資料や地図
　 2 　7特別な行事　8特別な思い　9観光客　0交流

　 1 　1㋓　2㋐　3㋒　4㋑　5㋔
　 2 　1　1㋑　2㋓　3㋐
　　　2（�例

れい

）住民に，水害に対する
意識を高めてもらうため。

　 1 　�　1〜5の矢
や

印
じるし

が，どこからどこへの連らくなのかをも
とに考えましょう。

　 2 　�2�　電柱にかかげられた標識には，過去の水害でまちが
つかった水の深さが書かれていて，住民がこれを見る
ことで，日ごろから水害に対する意識を高めてもらう
ようにしています。ここでは，水害に対する意識を高
めるくふうであることが書いてあれば正かいです。

46ページ

　 1 　1　1㋑　2㋒　3㋐　4㋓
　　　2�（�例

れい

）災害によるひがいの予
想がつくため。

　 2 　1　1㋑　2㋐　3㋒　4㋓
　　　2�（�例

れい

）お年よりなど，一人で
雪かきができない人がいる
から。

　 1 　�2�　「ハザードマップは，最
さい
大
だい
の噴火にそなえてつくら

れた地図だから」と書いても正かいです。
　 2 　�2�　一人ぐらしのお年よりなどの中には，家の前など生

活で使う場所の除雪をするのは大変な方がいます。そ
こで，市はボランティアに雪かきをたのんで，住民が
安心してくらせるようにしています。ここでは，一人
では雪かきができない人がいることが書いてあれば正
かいです。

47ページ

地域で受けつがれてきたもの4

　　　　　　　　　　　　地域で受け継がれてきたものには，祭りの他にも，演劇や音楽など，いろいろな種類がありま
す。お住まいの地域で古くから受け継がれてきたものがあれば，市のパンフレットや図書館の本，インターネットなどで
由来や，伝統を残すための人々の取り組みを調べることで，学習内容がさらに深まります。また，実際に，催しを見物す
ることで，地域に根ざした伝統を肌で感じることができます。
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